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令和７年度 第16回部長会議 会議記録（要旨） 

 

開催日時：令和８年３月27日（金）  15時00分から16時30分まで 

開催場所：Ａ203-204会議室 

出席者 ：佐藤市長、髙田副市長、熊谷教育長、清水総務部長、佐々木企画部長、下平リニア推進部長、牧内リ

ニア駅周辺整備担当参事、林市民協働環境部長、下井ゼロカーボンシティ担当参事、林福祉部長、山

﨑こども未来健康部長、市瀬産業経済部長、浅野産業経済部参事、小倉建設部長、馬場建設部参事、

岡本危機管理部長、井田上下水道局長、齊藤市立病院事務局長、福岡会計管理者、筒井議会事務局長、

秦野教育次長、小澤財政課長、松井秘書課長、滝沢南信州広域連合事務局次長、澤柳企画課長 

 

会議内容 

１ 理事者あいさつ  

＜市長＞ 
・今年度大変お世話になり、感謝申し上げる。 

・３月末で役職定年となり部長会を退会される方々には、市政や市民のためにご尽力いただいたことに、改め

て感謝の意を表したい。立場は変わっても、引き続き市民のためにご尽力いただきたい。 

・引き続きの各部局長には、年度末から年度初めにかけて繁忙期となるが、変わらぬご尽力をお願いする。 

・リニア中央新幹線の静岡工区が年内にも着工するとの報道があった。広く長期的な視点で業務を見る良い機

会であり、リニア中央新幹線の開業時期が明示され、スケジュールが具体化した際には、10年先を見据えた

事業の再整理と準備を行うこと。 

＜副市長＞ 
・飯田市議会第１回定例会の準備と対応に感謝申し上げる。 

・３月末で役職定年となる部局長には、大変お世話になった。部長会議のみならず、飯田市行財政改革推進委

員会等も含めてご協力いただき感謝する。 

・引き継ぎや次年度に向けた準備を行い、新年度良いスタートが切れるようにお願いしたい。 

＜教育長＞ 
・現在、飯田美術博物館で開催している「びはく学園祭」では、美術博物館の学芸員や歴史研究所、文化財保

護活用課の各職員が研究した成果を展示している。29日（日）までの開催となっており、見頃を迎えた安富

桜とともに、入場無料でご覧いただける。ご興味のある方は、ぜひお立ち寄りいただきたい。 

・これまで部局長としてご活躍いただいた皆様に感謝申し上げる。短い期間ではあったが、お話しできたこと

に感謝する。 

・異動された方は不安な時期であることを踏まえ、声掛けを大切に。また、継続される方も新体制への移行に

あたり、新たな気持ちで業務に臨む思いを大切に生かしたい。 

 

２ 報告事項 

(1) 水道料金の改定（値上げ）について 資料№１ 

  ◇趣旨 

  ・水道料金の改定（値上げ）について報告する。 

 ◇意見 

 （議会事務局長） 

  ・審議会に公募委員がいない。前回は、審議会で出された多くの意見を踏まえて、議会で議論することが

できた。 

・圧縮以外の工夫の仕方を検討した方がよい。 

  ・下水道については、料金改定の見込みがあるのか。 

（上下水道局長） 

・下水道についても、次年度に同様の検討を行う予定であるが、上水道とは異なり、下水道は規模の縮小

によりコストを抑えることができる。現時点において、改定を実施するかは未定である。 

公表用 
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  （企画部長） 

  ・料金体系の見直しはしたのか。 

  （上下水道局長） 

  ・体系を見直す必要性は認識しつつも、今回の実施は見送る判断とした。 

   

３ 令和８年飯田市議会第１回定例会の反省について 

(1) 本会議及び一般質問について 

（危機管理部長） 

・条例改正の説明を統一した方が良い。 

（企画部長） 

・本会議では、細かい条文の説明までは不要である。改正に至った趣旨や全体の概要を説明すること。 

（福祉部長） 

・新しく制定する条例については、ある程度説明する必要がある。 

 （市長） 

 ・ガイドラインを作成した方が良い。 

（企画部長） 

・複数の議案を連続して説明する際に、各議案の説明終了ごとに「説明は以上です」と区切る方がいた。 

（副市長） 

・複数の議案を一括して説明する際は、冒頭で「第〇号議案から第〇号議案まで説明させていただく。」と伝

えた上で、全議案の説明が終了した後に「説明は以上です」と締めくくる。 

（産業経済部長） 

・一般質問について、聞き取りの段階で議員の質問事項が定まっていないため、聞き取り後に追加質問があ

り、対応への負担が大きい。 

（市長） 

・答弁内容を踏まえて質問内容が変わることはあるため、臨機応変に対応すること。 

 

(2) 委員会について 

 （議会事務局長） 

 ・明らかに質疑と答弁が噛み合っていないことがある。議会側も聞き直しや再答弁を求めていく。予算の説

明をする際は、基本的な考えと具体的な執行の仕方を丁寧に説明いただきたい。 

・施設廃止に係る質疑への答弁は、廃止後の取り扱いに関する説明が不足していたように感じた。 

（副市長） 

・用途廃止等に関する条例は、廃止に至った理由だけでなく、廃止後の具体的な取り扱いについても説明す

ること。 

・新年度予算の審議としては質疑が少なかった。新規事業や重点施策について、説明者からより丁寧な説明

をする必要があった。 

 

４ その他、連絡事項 

   

５ 閉 会 


